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第一議題 部室の利用について 

ラインの件で名前学籍番号などの正式なフォーマットで送るように 

 

配布資料からの意見 

・部室ルールは 3,4 年生対象のルールになる。 

・最初の鍵をとった人が最初の責任者であり、責任者のボードに名前を書いて、退出の場合

は残っている人を責任者として委任するその責任者のボードを変える。 

*部室利用同意書および説明会については後日連絡する。 

 

第二議題 これからの活動方針について 

・大宮支部での局が豊洲では機能していない局がある。 

・一回活動方針を決めてそれに見合った局を再編したい→できない。 

・「やりました」だけではなく、「やりましょう」に。 

打開策 

・学生会は新企画のようなイベントだけではない 3,4 年は就活が多いので、グループディス

カッションや面接体験、会社の誘致などのフリーな企画をしてみてはいかがか→ディスカ

ッションは渉外局に委託 

・学生課が行っている企画、リクエストボックスなどを請け負いたい→学生会が行っていな

いことがあるので、基本的に行うべきものをしなければならない。 

・知名度を上げる。→大宮の企画の一つ二つ（大学の話し合い）をしてみなければならない。 

→予算もあるので一年後になる。 

リクエストボックスの改善をして大宮での話し合いで豊洲の不満意見を言ってもいいので

は？ 

 

 

*豊洲の局長は次回の定例会までにどういう活動をしていくのかを具体的に発表してもら

います。 

・集合ができていない。規約状のように提出 

・委任状を用意する→出ていない回数が多い方は個人的に面談 

 

 

 


